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A' rtudy of the Bollnow's-Theory on Truth

L

Baiko J，o． Gakuin College

      Yosiyuki Hirooka

   Bollnow characterizes the tradltion，of 'Greek thought as “truth re-

flected in a mirror， and． that of Hebrew thoughe as “truth with gravity

as in a huge rock”．

   He examines the following two interesting structual styles of con-

ception regarding the truth． Namely， the conception about the truth in

the Greek philosophy， which is one of the definitive features of European

culture， is closely related tb “recognitionY，that is， a proper expression

about a given fact． Therefore， it seems that the conception abQut the

truth in Greek thought is compared to a “mirror” which reflects the

same thing exactly as it is．'

   On 'the， other hand， the conception about the truth in Hebrew thought

refers to human existence itself（eine Seinsverゾαs8碗g）in a true sense，

and the Hebrew thought seems to include the human personality'and the

trust in God． For this reason， it rriay be possible to name conception

about truth in'H'ebrew thought “a truth with gravity as in a huge rock”

Qn the ground that it can be constructed on the personality and the co'nfi-

dence mentioned above．

   While the Greek thought as “a mirror truth” can be realized even

when taking an i4different attitude， the Hebrew truth is inevitably con-

cerned with the・subjective and existential・practical ethics． The Hebrew

truth as a' @“trustwothy rock” is essentialy differentiated from the natural

scientific Greek truth as a “mirror”which can be expressed without his
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own existential decision．

   The' puicpose of the present 'paper is， firstly， to ・make clear the dis-

tinction between the natural． or scientific． Greek truth and the Hebrew
                         7 v」． wviv一一U“L一“．Ve

thought as the exis'tential ttuth． Secohdly， 1 would like to demonstrate

the fact， with a techinique of philosophical anthropology advanced by

Bollnow，'that the existential “encounter” with other people， which can

be realized 'only through the “experience of resistance．”・ is indispensable

in order to obtain the existential truth．

t
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道
徳
的
・
実
存
的
真
理
の
優
位
性
の
立
場
か
ら

広
岡
義
之

一
 
問
題
の
所
在

 
O
・
F
・
ポ
ル
ノ
i
（
○
・
円
ω
9
ぎ
○
多
一
九
〇
三
1
一

九
九
一
）
は
、
ミ
ハ
エ
ル
・
ラ
ン
ト
マ
ン
（
ζ
●
目
P
5
創
b
P
P
づ
づ
）

の
『
根
源
像
と
創
造
者
の
行
為
』
（
-
）
を
援
用
し
つ
つ
、
ギ
リ
シ
ャ

思
想
の
伝
統
を
「
鏡
」
的
真
理
と
、
そ
し
て
ヘ
ブ
ル
思
想
の
伝

統
を
「
巌
」
的
真
理
と
特
徴
づ
け
て
、
以
下
の
真
理
概
念
の
二

つ
の
構
造
様
式
に
つ
，
い
て
極
め
て
興
味
深
い
考
察
を
進
あ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
西
欧
思
想
の
決
定
的
な
特
質
の
一
つ
で
あ
る

ギ
リ
シ
ャ
的
真
理
概
念
は
、
与
え
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
の
正

し
い
言
表
、
つ
ま
り
「
認
識
」
と
関
わ
る
が
故
．
に
、
同
じ
も
の

を
正
確
に
写
し
出
す
「
鏡
」
に
讐
え
て
真
理
を
把
捉
し
て
い
た

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
方
こ
れ
に
反
し
て
ヘ
ブ
ル
的
な
真
理
概

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

念
は
、
「
根
源
的
な
意
味
に
お
い
て
一
つ
の
存
在
態
勢
（
①
営
①

ω
Φ
曽
の
く
①
臥
p
。
。
の
目
σ
q
）
」
（
2
）
（
傍
点
筆
者
）
を
表
し
、
そ
れ
が
人

間
の
場
合
に
は
人
格
的
な
真
理
と
し
て
、
さ
ら
に
は
神
の
信
頼

性
を
も
包
含
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
ヘ
ブ
ル
的
な
真

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
概
念
は
こ
う
し
た
人
格
性
も
し
く
は
信
頼
性
と
い
う
も
の
の

う
え
に
構
築
し
う
る
「
支
え
と
な
る
真
理
」
で
あ
る
が
故
に

「
巌
」
的
な
存
在
の
真
理
と
名
づ
け
ら
れ
よ
う
。

 
先
の
二
つ
の
真
理
観
の
相
違
を
み
ご
と
に
浮
彫
り
に
し
て
い

る
ボ
ル
ノ
ー
の
近
著
『
真
理
の
二
重
の
顔
』
冒
頭
部
で
、
彼
は

さ
ら
に
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
中
の
ピ
ラ
ト
に
よ
る
キ
リ
ス
ト

の
審
問
の
物
語
を
引
き
合
い
に
出
し
つ
つ
、
次
の
よ
う
な
考
察

を
展
開
し
て
ゆ
く
。
「
わ
た
し
は
真
理
に
つ
い
て
あ
か
し
を
す

る
た
め
に
生
ま
れ
、
ま
た
、
そ
の
た
め
に
こ
の
世
に
き
た
の
で

あ
る
。
だ
れ
で
も
真
理
に
つ
く
者
は
、
わ
た
し
の
声
に
耳
を
傾
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け
る
。
」
（
、
）
と
自
ら
の
実
存
を
か
け
て
巌
的
真
理
を
語
る
イ
エ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ス
・
キ
リ
ス
ト
に
対
し
て
、
他
方
ピ
ラ
ト
は
冷
や
や
か
に
自
己

コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
立
場
を
守
っ
た
ま
ま
「
真
理
と
は
何
か
」
と
い
う
自
ら
の
主

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

体
を
か
け
ぬ
即
物
的
・
認
識
論
的
で
普
遍
妥
当
的
な
問
い
を
発

す
る
の
み
で
、
二
人
の
対
話
は
擦
れ
違
い
の
ま
ま
終
わ
る
こ
と

と
な
る
。
ボ
ル
ノ
ー
の
解
釈
に
従
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
自
証
に

対
し
て
ピ
ラ
ト
が
途
方
に
く
れ
た
の
は
、
ピ
ラ
ト
の
提
案
し
た

真
理
が
「
た
ん
に
与
え
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
の
正
し
い
言
表
」

の
域
を
越
え
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ビ
ラ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ト
の
捉
え
る
真
理
、
つ
ま
り
「
鏡
と
し
て
の
真
理
」
と
は
、
傍

 
 
 
 
 
 
ド
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

観
者
的
な
立
場
で
自
ら
の
立
場
を
た
な
上
げ
に
し
た
た
ま
ま
で

も
語
り
う
る
の
に
対
し
て
、
イ
エ
ス
の
語
っ
た
ヘ
ブ
ル
的
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
巌
的
真
理
」
は
、
根
源
的
な
意
味
に
お
い
て
主
体
的
か
つ
実

 
 
 
 
 

存
的
な
実
践
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
解
せ
よ
う
。

ポ
ル
ノ
．
1
に
即
し
つ
つ
右
の
二
人
の
在
り
方
を
下
思
す
れ
ば
、

イ
エ
ス
の
語
る
信
頼
し
う
る
支
え
る
力
の
あ
る
巌
と
し
て
の
入

ブ
ル
的
真
理
と
は
、
人
が
真
理
の
内
に
生
き
る
と
い
ザ
つ
実
存
的

な
実
践
性
を
伴
う
か
否
か
と
い
う
一
点
で
、
自
ら
の
主
体
を
か

け
ず
に
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
鏡
と
し
て
の
ギ
リ
シ
ャ
的
・
自

然
科
学
的
真
理
と
本
質
的
に
異
な
る
。
巌
と
し
て
の
真
理
で
は
Y

わ
た
し
た
ち
の
生
き
か
た
そ
の
も
の
、
つ
ま
り
道
徳
的
・
人
格

的
な
存
在
真
理
が
問
わ
れ
る
点
で
認
識
真
理
と
た
も
と
を
分
か

つ
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
に
お
け
る
目
的
は
こ
う
し
た
両
者
の

真
理
観
の
相
違
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
「
認
識
真
理
と
よ

り
深
い
存
在
真
理
」
の
人
間
へ
の
関
わ
り
を
ボ
ル
ノ
ー
独
自
の

哲
学
的
人
間
学
的
手
法
に
即
し
つ
つ
探
究
す
る
こ
と
に
あ

る
。
（
4
）

 
そ
の
際
わ
れ
わ
れ
は
、
ボ
ル
ノ
ー
の
真
理
論
の
思
想
的
歩
み

に
つ
い
て
前
期
と
後
期
で
そ
の
力
点
の
置
か
れ
方
が
微
妙
に
異

な
っ
て
い
る
事
実
を
考
慮
に
入
れ
て
お
ぐ
必
要
が
あ
ろ
う
。
ポ

ル
ノ
！
に
従
い
つ
つ
論
点
を
先
取
り
し
て
言
え
ば
、
巌
巌
真
理

と
深
く
関
連
す
る
精
神
科
学
的
認
識
は
、
他
（
者
）
と
の
「
出

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

会
い
」
と
い
う
実
存
的
決
断
に
そ
の
「
究
極
の
本
質
を
置
く
。
た

と
え
ば
過
去
の
文
化
遺
産
と
し
て
の
芸
術
作
品
等
の
厳
密
な
解

釈
を
、
精
神
科
学
的
な
認
識
課
題
の
最
も
単
純
な
例
と
み
な
す

な
ら
ば
、
そ
の
よ
う
な
真
理
を
合
目
的
性
へ
と
還
元
す
る
こ
と

は
、
こ
の
よ
う
な
出
会
い
の
本
質
で
あ
る
実
存
的
な
決
断
を
正

当
に
評
価
す
る
可
能
性
を
閉
ざ
し
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
ポ
ル
ノ
i
前
期
の
真
理
論
に
お
い
て
は
、
デ
ィ
ル
タ

イ
の
生
の
哲
学
の
範
疇
を
さ
ら
に
越
え
出
た
実
存
哲
学
的
な
構

成
要
素
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。
こ
こ
に
ポ

ル
ノ
．
1
独
自
の
真
理
論
の
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
存
す
る
、
と

も
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
ボ
ル
ノ
ー
の
思
想
は
特
に

一
九
四
九
年
代
の
『
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
』
（
U
霧
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＜
①
同
ω
ぴ
①
一
P
①
b
「
 
H
）
同
①
一
 
㌧
ピ
d
F
h
o
Q
叫
げ
N
①
 
 
N
d
．
同
 
，
酒
り
①
○
同
一
①
 
 
匹
①
同
 
 
（
｝
①
一
〇
Q
げ
①
1

ω
乱
。
。
の
①
屋
魯
餌
津
①
P
）
な
ど
の
比
較
的
初
期
の
著
作
で
前
面
に

押
し
出
さ
れ
て
い
る
主
張
で
あ
っ
て
、
近
著
『
真
理
の
二
重
の

顔
』
（
一
九
七
五
）
で
は
、
む
し
ろ
認
識
の
真
理
と
存
在
の
真
理
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

も
し
く
は
脅
か
す
真
理
と
支
え
る
真
理
と
い
う
二
つ
の
真
理
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

間
の
緊
張
関
係
の
二
律
相
関
の
重
要
性
に
力
点
が
移
行
し
て
い

る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
さ
し
あ
た
り
主
と
し
て

ボ
ル
ノ
ー
の
比
較
的
初
期
の
真
理
論
に
的
を
絞
っ
て
考
察
を
展

開
し
て
い
る
ζ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

（註
．1！．（

2
）
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碧
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巳
の
。
7
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匪
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。
げ
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Ω
①
ω
鷺
野
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ζ
盲
9
Φ
づ
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一
⑩
①
①
．

ρ
国
」
W
O
＝
き
多
U
霧
∪
○
題
巴
σ
q
Φ
巴
9
乙
曾
≦
魯
匪
①
登

℃
び
 
○
ω
O
b
三
①
ら
霞
国
爵
Φ
導
け
巳
ω
．
・
。
］
W
α
・
因
○
巨
一
白
8
①
さ

ω
け
9
け
σ
q
費
け
●
ω
．
⑩
'

ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
、
一
八
章
三
七
節
。

な
お
、
ボ
ル
ノ
ー
の
真
理
論
に
つ
い
て
の
優
れ
た
先
行
研
究
と

し
て
は
次
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。

川
森
康
喜
著
、
「
ボ
ル
ノ
ウ
に
お
け
る
真
理
の
本
質
」
教
育
哲

学
研
究
、
一
九
六
四
年
、
第
一
〇
号
。
五
〇
頁
-
六
七
頁
。

戸
江
茂
博
著
、
「
真
理
へ
の
教
育
ー
ボ
ル
ノ
ウ
の
真
理
論
に

つ
い
て
の
一
考
察
 
 
」
関
西
学
院
大
学
教
育
学
科
研
究
年
報

第
五
号
、
一
五
頁
-
二
五
頁
。

 
 

中
野
修
身
・
優
子
著
、
「
『
存
在
の
真
理
」
に
つ
い
て
ー
ボ
ル

ノ
ー
と
西
田
哲
学
を
つ
な
ぐ
も
の
 
 
」
金
城
学
院
大
学
論
集

一
一
六
号
、
一
九
八
五
年
。
七
五
頁
一
八
九
頁
。

二
 
二
つ
の
科
学
的
領
域
に
お
け
る
真
理
観
の
特
徴

 
こ
う
し
た
二
つ
の
真
理
概
念
に
関
連
し
て
、
極
め
て
印
象
的

な
専
門
用
語
を
用
い
て
「
法
則
定
立
的
」
（
b
［
O
b
P
O
け
げ
①
け
一
の
O
一
P
①
）

な
科
学
と
「
個
性
記
述
的
」
（
巨
○
σ
q
鑓
b
鉱
。
。
魯
）
な
科
学
と
い

う
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
な
か
で
対
比
さ
せ
た
の
が
、
一
八
九
四

年
の
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
（
芝
こ
芝
ぎ
α
Φ
ま
p
昌
鼻
一
八
四
八
卜

一
九
一
五
）
の
学
長
就
任
記
念
講
演
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

で
ギ
リ
シ
ャ
的
な
真
理
に
端
を
発
す
る
自
然
科
学
は
一
般
的
な

 
 
 
 
 

法
則
を
定
立
し
ょ
う
と
試
み
る
の
に
対
し
て
、
他
方
精
神
科
学

あ
一
分
野
で
あ
る
「
歴
史
学
で
は
一
回
限
り
の
特
殊
性
を
記
述

す
る
こ
と
が
要
諦
で
あ
る
こ
と
を
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
は
説

い
た
」
（
-
）
の
だ
が
、
こ
れ
を
自
然
科
学
と
精
神
科
学
の
特
質
と

い
う
観
点
か
ら
敷
署
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
つ
ま
り
、
歴
史
性
に
つ
い
て
考
え
る
う
え
で
の
決
定

的
な
視
点
は
、
特
定
の
空
間
的
環
境
と
特
定
の
時
間
の
中
に
生

き
る
存
在
で
あ
り
、
さ
ら
に
「
人
間
は
社
会
的
歴
史
的
環
境
に
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限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
に
せ
よ
、
拘
束
さ
れ
て
は
い
る
。
こ
の
 
本
と
な
る
が
、
他
方
、
精
神
科
学
に
お
い
て
は
、
意
味
・
価
値
・

指
摘
は
、
純
粋
な
思
弁
に
対
抗
し
て
現
実
性
（
H
一
①
9
一
一
け
似
け
）
が
 
人
格
の
一
回
性
・
美
な
ど
の
内
容
に
関
わ
る
質
的
な
諸
要
素
が

哲
学
に
取
り
戻
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
、
生
の
哲
学
一
重
要
な
契
機
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
自
然
科
学
が
結
論
に
到

お
よ
び
デ
ィ
ル
タ
イ
（
≦
●
U
一
一
昏
Φ
ざ
一
八
三
三
-
一
九
＝
）
 
達
す
る
た
め
に
は
計
測
や
数
量
化
さ
ら
に
は
仮
説
の
可
能
性
が

の
哲
学
の
功
績
で
あ
る
。
精
神
科
学
的
教
育
学
が
教
育
の
現
実
 
大
前
提
と
な
っ
て
初
め
て
、
与
え
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
の
正

世
界
（
≦
一
口
一
h
］
．
一
〇
一
ρ
匠
①
告
げ
）
に
関
心
を
示
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
し
い
言
表
や
没
主
観
的
・
即
物
的
で
普
遍
妥
当
的
な
「
鏡
と
し

そ
の
一
帰
結
で
あ
？
た
。
」
（
、
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
て
の
真
理
」
が
獲
得
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、
精
神
科

 
こ
の
よ
う
な
ダ
ン
ナ
i
（
寓
・
U
p
巨
①
5
一
九
四
一
-
一
Y
の
 
学
で
は
洞
察
・
記
述
・
解
釈
を
そ
の
方
法
論
的
な
根
拠
と
し
て
、

指
摘
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
精
神
科
学
的
教
育
学
の
特
徴
 
人
格
性
や
信
頼
性
と
い
う
「
巌
と
し
て
の
人
間
の
実
存
的
で
主

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
し
て
第
一
に
、
教
育
・
人
間
形
成
の
歴
史
と
の
関
連
で
、
一
 
体
的
な
真
理
」
が
腹
あ
て
そ
の
姿
を
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
現
わ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回
性
の
個
人
的
な
も
の
が
重
要
視
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
こ
の
一
回
 
す
こ
と
と
な
る
。
（
4
）

性
の
事
柄
自
体
が
教
育
学
的
反
省
の
対
象
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
 
右
の
二
つ
の
真
理
観
と
の
関
連
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
で
ヤ

「
教
育
・
人
間
形
成
が
関
与
す
る
の
は
、
標
準
化
さ
れ
た
人
間
 
ス
パ
ー
ス
（
囚
胃
こ
霧
b
霞
ρ
一
八
八
三
1
一
九
六
九
）
に
眼

で
は
な
く
個
々
の
人
間
」
（
3
）
に
他
な
ら
ず
、
こ
こ
に
至
っ
て
教
 
を
転
じ
て
具
体
的
に
考
察
し
て
み
よ
う
。
ヤ
ス
パ
ー
ス
は
『
哲

育
学
の
領
域
で
省
察
さ
れ
る
べ
き
事
柄
は
、
純
粋
に
自
然
科
学
 
学
的
信
仰
』
（
U
震
b
巨
。
ω
O
b
巨
の
筈
①
Ω
一
9
暮
ρ
一
九
四
八
）

的
・
数
量
的
な
方
法
で
は
把
捉
さ
れ
な
い
人
間
・
価
値
・
教
育
 
に
お
い
て
、
知
と
信
の
決
定
的
相
違
を
知
の
代
表
者
す
な
わ
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
目
的
等
の
質
的
な
諸
契
機
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
 
ギ
リ
シ
ャ
的
な
自
然
科
学
的
真
理
に
従
事
す
る
者
と
し
て
ガ
リ

ダ
ン
ナ
ー
に
よ
れ
ば
、
物
理
学
等
の
い
わ
ゆ
る
自
然
科
学
が
一
 
レ
オ
・
ガ
リ
レ
ー
（
Ω
9
巨
①
○
Ω
巴
一
一
①
一
一
五
六
四
-
一
六
四

般
的
な
法
則
性
を
追
求
す
る
一
方
で
、
精
神
科
学
は
歴
史
的
・
．
 
二
）
を
、
そ
し
て
信
の
代
表
つ
ま
り
ヘ
ブ
ル
的
な
実
存
的
・
主

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
間
学
的
な
基
本
構
造
を
そ
の
特
徴
と
す
る
。
つ
ま
り
、
実
証
 
体
的
な
精
神
科
学
的
真
理
の
実
践
者
と
し
て
の
ジ
ョ
ル
ダ
ー
ノ
・

〆
的
な
自
然
科
学
で
は
、
法
則
性
を
見
つ
け
だ
す
た
め
の
明
確
な
 
ブ
ル
ー
ノ
（
Ω
δ
a
睾
O
b
σ
歪
昌
〇
一
五
四
八
一
一
六
〇
〇
）
を

デ
ー
タ
、
す
な
わ
ち
数
量
的
な
諸
要
素
を
取
り
扱
う
こ
と
が
基
 
引
き
合
い
に
だ
し
て
次
の
よ
う
な
例
を
わ
れ
わ
れ
に
提
示
し
て
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く
れ
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
当
時
は
ま
だ
天
動
説
が
一
般
的
な
世
界
観
で
あ
り
、
当
時
の

権
力
者
で
あ
っ
た
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
と
っ
て
も
地

球
が
宇
宙
の
中
心
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
も
世
界
の
中
心
で
あ
る
と
い
う
共
通
の
世
界
観
か
ら
天

動
説
を
信
奉
し
、
そ
れ
を
覆
す
説
を
唱
え
る
も
の
を
宗
教
裁
判

の
名
の
も
と
に
抑
圧
し
て
い
た
。
天
動
説
を
真
っ
向
か
ら
覆
す

地
動
説
を
唱
え
た
ガ
リ
レ
ー
と
ブ
ル
ー
ノ
の
両
者
に
ロ
ー
マ
・

力
干
リ
ッ
ク
教
会
か
ら
の
弾
圧
の
手
が
迫
っ
た
と
き
、
こ
の
二

人
は
全
く
対
照
的
に
異
な
る
行
為
を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
結

果
的
に
は
ガ
リ
レ
ー
は
太
陽
の
周
り
を
地
球
が
回
転
す
る
と
い

う
地
動
説
を
裁
判
所
で
撤
回
し
た
が
、
他
方
、
ブ
ル
ー
ノ
は
自

ら
の
命
を
か
け
て
ま
で
地
動
説
を
守
り
抜
き
、
つ
い
に
は
処
刑

さ
れ
殉
教
す
る
運
命
と
な
っ
た
。
ガ
ー
リ
レ
ー
が
裁
判
を
終
え
て

の
帰
り
際
、
「
そ
れ
で
も
地
球
は
動
く
の
だ
」
と
の
眩
き
は
あ

ま
り
に
有
名
な
後
世
の
逸
話
で
あ
る
。
「
両
者
は
彼
等
に
よ
っ

て
代
表
さ
れ
た
真
理
の
意
味
に
対
し
て
適
当
な
曇
る
こ
と
を
為

し
た
。
そ
れ
か
ら
私
が
生
き
る
と
こ
ろ
の
真
理
は
、
私
が
真
理

と
同
一
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
存
在
す
る
、
真
理
は
そ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
 
 
 
 
 
 
 

現
象
に
お
い
て
は
歴
史
的
で
あ
り
、
そ
の
客
観
的
言
表
可
能
性

に
お
い
て
は
普
遍
妥
当
的
で
は
な
い
が
、
併
し
真
理
は
無
制
約

で
あ
る
。
」
（
∪
霞
剛
げ
ロ
○
の
O
b
ぼ
。
。
o
げ
①
9
9
旧
び
Φ
こ
ω
「
一
一
）
と
。

ブ
ル
ー
ノ
も
ガ
リ
レ
ー
も
共
に
死
の
威
嚇
の
下
に
地
動
説
の
撤

回
を
強
要
さ
れ
な
が
ら
、
自
ら
の
生
け
る
現
存
在
の
た
め
に
ガ

リ
レ
ー
は
そ
れ
を
撤
回
し
、
ブ
ル
ー
ノ
は
最
後
ま
で
自
ら
の
立

場
を
変
え
る
こ
と
な
く
つ
い
に
殉
教
す
る
こ
と
と
な
る
。

 
こ
れ
と
の
関
連
で
斎
藤
武
雄
は
以
下
の
よ
う
な
示
唆
に
富
む

解
釈
を
展
開
し
て
い
る
。
「
意
識
一
般
の
知
即
ち
『
無
制
約
的

で
は
な
く
、
む
し
ろ
有
限
な
も
の
の
関
連
に
お
け
る
認
識
の
諸

前
提
と
諸
方
法
と
に
関
係
し
て
い
る
」
（
①
げ
傷
）
と
こ
ろ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

『
そ
の
正
当
性
を
私
が
証
明
し
得
る
所
の
真
理
』
（
①
σ
山
）
（
傍

点
筆
者
）
一
こ
れ
は
ま
さ
に
自
然
科
学
的
な
真
理
（
筆
者
註
）

 
 
を
ガ
レ
リ
ー
は
も
っ
て
い
た
が
、
死
の
恐
怖
の
前
に
そ
の

知
を
撤
回
し
た
の
で
あ
っ
て
、
生
死
を
超
え
た
無
制
約
的
な
真

、
理
即
ち
信
仰
を
彼
は
も
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
の

如
く
知
は
無
制
約
的
で
は
な
く
、
従
っ
て
単
な
る
知
に
止
ま
る

限
り
無
制
約
的
行
動
は
な
さ
れ
得
な
い
。
ブ
ル
ー
ソ
は
『
そ
れ

に
よ
っ
て
私
が
生
き
る
と
こ
ろ
の
真
理
』
を
も
っ
て
い
た
の
で

あ
り
、
そ
れ
を
撤
回
す
る
こ
と
は
自
己
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な

る
と
い
う
意
味
の
真
理
を
も
っ
て
い
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
真
理

は
『
私
が
真
理
と
同
一
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
存
在
す
る
』

真
理
で
あ
っ
た
。
彼
の
信
仰
は
彼
の
命
題
と
を
結
合
す
る
愛
の

強
烈
な
力
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ

う
。
」
（
、
）
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ボ
ル
ノ
ー
の
真
理
論
に
つ
い
て
の
一
考
察

、

．
つ
ま
り
こ
の
両
者
の
結
末
は
、
自
然
科
学
的
な
「
認
識
の
真

理
」
と
、
哲
学
的
・
実
存
的
で
巌
的
な
．
「
存
在
の
真
理
」
に
各
々

忠
実
に
行
動
し
た
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
今
日

で
も
一
般
に
ガ
リ
レ
ー
の
態
度
は
「
卑
怯
で
臆
病
な
態
度
」
と

し
て
批
判
さ
れ
、
ブ
ル
ー
ノ
こ
そ
自
ら
の
信
念
に
忠
実
で
権
力

に
も
屈
服
せ
ず
、
壮
絶
な
最
後
を
遂
げ
た
偉
大
な
英
雄
と
解
釈

さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
ガ
リ
レ
ー
が
あ
の
時
殉
教
し
て
い

た
な
ら
ば
そ
れ
は
む
し
ろ
滑
稽
な
こ
と
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
な
ぜ
な
ら
ガ
リ
レ
ー
に
と
っ
て
は
「
地
球
が
動
く
」
と
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

う
事
実
は
一
つ
の
自
然
科
学
的
な
真
理
で
あ
り
、
そ
れ
は
い
つ

で
も
ど
こ
で
も
だ
れ
で
も
が
到
達
し
獲
得
し
う
る
累
積
発
展
可

能
な
真
理
、
す
な
わ
ち
反
復
可
能
で
可
動
的
な
も
の
へ
還
元
し

う
る
一
般
的
な
法
則
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
「
法
則
定
立
的
な

、
性
向
」
（
認
識
の
教
授
可
能
性
）
を
持
つ
か
ら
で
あ
っ
た
。
つ

ま
り
ガ
リ
レ
ー
は
自
ら
が
体
を
張
っ
て
守
り
通
さ
な
く
と
も
後

の
科
学
者
が
い
っ
か
必
ず
や
発
見
し
証
明
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
、

あ
る
い
は
歴
史
が
必
ず
や
私
の
地
動
説
の
正
し
さ
を
示
し
て
く

れ
よ
う
、
と
考
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
自
然
科
学

的
真
理
は
客
観
的
で
没
主
観
的
・
傍
観
者
的
性
格
の
た
め
、
自

ら
の
立
場
を
棚
上
げ
に
し
た
ま
ま
で
も
語
り
う
る
が
故
に
、
ガ

リ
レ
ー
は
自
ら
の
命
を
あ
え
て
賭
け
て
ま
で
地
動
説
に
固
執
す

る
必
然
性
が
存
在
し
な
か
っ
た
。

 
し
か
し
他
方
僧
侶
で
思
想
家
の
ブ
ル
ー
ノ
に
と
っ
て
、
地
動

説
は
自
ら
の
実
存
を
か
け
て
守
り
抜
き
、
当
時
の
ロ
ー
マ
・
カ

ト
リ
ッ
ク
教
会
の
傲
慢
な
姿
勢
に
抵
抗
す
る
と
い
う
使
命
感
の

拠
り
所
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ブ
ル
ー
ノ
が
主
張
し
た

地
動
説
は
、
ボ
ル
ノ
ー
が
い
う
と
こ
ろ
の
ヘ
ブ
ル
的
な
巌
と
し

て
の
真
理
に
楽
な
ら
ず
、
地
動
説
と
い
う
実
存
的
・
主
体
的
な

真
理
を
守
り
抜
い
た
彼
は
、
徹
底
的
に
道
徳
的
・
人
格
的
な
存

在
真
理
の
実
践
者
で
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
ボ
ル
ノ
ー

の
い
う
動
的
な
真
理
は
、
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
．
ド
の
い
う
個
性
記

述
的
な
科
学
の
範
疇
に
属
す
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
こ
で
は
一
回
性

の
個
人
的
な
も
の
が
重
要
視
さ
れ
、
ダ
ン
ナ
ー
の
指
摘
す
る
よ

う
に
純
粋
に
自
然
科
学
的
・
数
量
的
な
方
法
で
は
掴
み
き
れ
な

い
人
間
の
価
値
や
意
味
・
人
格
性
な
ど
の
内
容
に
関
わ
る
諸
要

素
が
重
要
な
契
機
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ブ
ル
ー
ノ

の
地
動
説
は
人
生
の
意
味
の
問
題
、
つ
ま
り
だ
れ
か
が
命
を
賭

け
て
で
も
証
し
し
な
け
れ
ば
存
続
し
え
な
い
実
存
的
な
真
理
で

あ
っ
た
が
故
に
、
彼
は
殉
教
と
い
う
悲
劇
に
巻
き
込
ま
れ
ざ
る

を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
実
存
的
真
理
を
キ
「
ル
ケ
ゴ
ー
ル

（oQ

¥
窪
財
閥
①
跨
①
σ
q
雷
a
一
八
一
三
-
一
八
五
五
）
は
「
主
体

性
が
真
理
で
あ
る
」
（
『
哲
学
的
断
片
へ
の
後
書
き
』
一
八
四
六
）

と
い
う
命
題
で
言
い
表
し
て
い
る
が
、
こ
の
実
存
的
な
真
理
と

は
反
復
や
計
測
が
不
可
能
な
ば
か
り
か
、
一
人
の
人
間
の
生
き

一 28 一



方
と
そ
の
真
理
を
決
し
て
た
ち
き
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
質
を

有
す
る
。
ガ
リ
レ
ー
に
象
徴
さ
れ
る
自
然
科
学
的
な
真
理
は
序

論
で
触
れ
ら
れ
た
「
与
え
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
の
正
し
い
認

識
」
に
向
け
ら
れ
た
鏡
と
し
て
の
ギ
リ
シ
ャ
的
な
真
理
に
符
号

す
る
も
の
で
あ
り
、
良
く
も
悪
く
も
自
ら
の
主
体
を
賭
け
る
必

要
の
な
い
、
と
い
う
よ
り
も
主
体
を
賭
け
て
は
む
し
ろ
誤
謬
と

な
る
と
こ
ろ
の
即
物
的
で
普
遍
妥
当
的
な
真
理
で
あ
る
と
一
般

的
に
い
え
よ
う
。
ガ
リ
レ
ー
は
自
然
科
学
者
と
し
て
の
立
場
か

ら
徹
底
的
に
計
測
と
仮
説
を
通
し
て
地
動
説
と
い
う
一
つ
の
真

理
に
到
達
し
た
。
し
か
し
、
彼
に
と
っ
て
地
動
説
は
、
ギ
リ
シ
ャ

的
真
理
つ
ま
り
与
え
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
の
正
確
で
即
物
的

か
つ
普
遍
妥
当
的
な
認
識
に
す
ぎ
ず
、
没
主
観
と
法
則
定
立
性

を
そ
の
基
調
と
す
る
結
果
、
裁
判
所
で
自
ら
の
地
動
説
を
い
と

も
簡
単
に
撤
回
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
ブ
ル
ー

ノ
が
命
を
賭
け
て
ま
で
か
た
く
な
に
守
σ
通
ぞ
う
と
し
た
「
地

動
説
」
は
、
彼
に
と
っ
て
根
源
的
な
意
味
で
一
つ
の
「
存
在
態

勢
」
で
あ
り
人
格
性
さ
ら
に
は
神
へ
の
信
頼
性
と
直
結
す
る
巌

的
な
実
存
的
真
理
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
僧
侶
で
あ
り
思
想
家
と

し
て
の
ブ
ル
ー
ノ
に
と
っ
て
は
、
根
源
的
な
存
在
態
勢
に
関
わ

る
人
格
性
と
神
へ
の
信
頼
が
「
地
動
説
」
と
分
か
ち
難
く
密
接

に
結
合
し
て
い
た
が
た
め
に
、
ど
こ
ま
で
も
主
体
的
・
実
存
的

な
実
践
が
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
ゆ
そ
の
上
、
一
回

性
と
い
う
個
人
的
な
要
素
が
重
要
視
さ
れ
る
た
め
に
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
の
弾
圧
に
対
し
て
も
、
自
ら
の
地
動
説
を
簡
単
に
撤
回

し
え
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
ろ
う
。
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育
学
の
方
法
-
』
、
玉
川
大
学
出
版
部
、
 
一
九
八
八

 
 
年
。

（
3
）
出
●
U
9
目
①
さ
鉾
9
・
○
・
o
。
』
ゴ

（
4
）
＜
σ
q
H
こ
昌
U
9
⇒
づ
①
さ
p
・
鉾
9
の
．
卜
。
卜
。
●
h
・
換
言
す
れ
ば
、

 
 
 
自
然
科
学
的
領
域
に
お
け
る
連
関
は
因
果
的
で
あ
る
の
で
特
定

 
 
 
の
結
論
に
必
ず
到
達
す
る
の
に
対
し
て
、
精
神
科
学
は
意
味
の

 
 
 
連
関
が
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
さ
ら
に
そ
の
こ
と
は
、
自
然

 
 
 
科
学
に
お
い
て
証
明
（
b
σ
Φ
三
巴
の
Φ
）
が
可
能
で
あ
る
が
、
精
神

 
 
 
科
学
で
は
示
唆
（
H
肖
一
］
P
＜
引
①
一
ω
Φ
）
を
す
る
と
こ
ろ
ま
で
し
か
可

 
 
 
能
と
な
ら
な
い
、
と
ダ
ン
ナ
ー
は
指
摘
す
る
。

（
5
）
斎
藤
武
雄
著
、
『
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
お
け
る
絶
対
的
意
識
の
構
造

 
 
 
と
展
開
』
創
文
社
、
昭
和
五
六
年
、
一
二
六
頁
。
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三
 
精
神
科
学
に
お
け
る
真
理
概
念
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
見
と
み
な
す
。
自
分
の
方
法
で
普
遍
妥
当
的
な
結
果
と
し
て
獲

 
a
 
真
理
概
念
に
お
け
る
普
遍
妥
当
性
と
客
観
性
の
相
違
 
 
得
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
、
科
学
的
に
有
効
な
も
の
と
し
て
認
め

 
そ
れ
で
は
特
に
精
神
科
学
に
お
い
て
真
理
は
ど
の
よ
う
に
把
 
る
の
で
あ
る
。
」
（
-
）
し
か
し
、
ボ
ル
ノ
ー
は
客
観
性
と
普
遍
妥

捉
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
普
遍
妥
当
性
と
客
観
 
当
性
の
本
質
的
な
連
関
に
つ
い
て
の
右
の
よ
う
な
定
式
が
本
当

性
と
い
う
概
念
の
特
質
の
対
比
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
か
ら
 
に
正
し
い
の
か
ど
う
か
を
今
一
度
吟
味
し
て
ゆ
く
。

始
あ
よ
う
。
ま
ず
、
精
神
科
学
が
「
科
学
」
と
し
て
承
認
さ
れ
 
 
認
識
の
普
遍
妥
当
性
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
「
認
識
が
認

る
た
め
に
は
そ
こ
に
自
ず
と
客
観
性
と
い
う
概
念
が
必
要
不
可
 
識
す
る
人
間
の
種
々
の
特
性
か
ら
独
立
し
て
い
る
」
（
、
）
が
故
に
、

欠
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
客
観
性
の
基
準
と
し
て
は
一
般
 
あ
ら
ゆ
る
認
識
者
に
と
っ
て
一
つ
の
認
識
に
到
達
す
る
可
能
性

・
に
「
普
遍
妥
当
性
」
が
同
義
語
的
に
対
比
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
 
が
含
ま
れ
、
そ
の
意
味
で
こ
れ
は
序
論
で
触
れ
た
と
こ
ろ
の

 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 

る
が
、
こ
の
概
念
は
反
復
可
能
で
か
つ
可
量
的
な
も
の
へ
還
元
 
「
与
え
ら
れ
た
事
実
に
つ
い
て
の
正
し
い
言
表
」
を
志
向
す
る

し
う
る
（
認
識
の
教
授
可
能
性
）
た
め
、
す
な
わ
ち
、
一
般
的
 
ギ
リ
ジ
ャ
型
．
の
鏡
的
真
理
の
範
疇
に
属
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

な
法
則
を
定
義
し
よ
う
と
す
る
性
向
を
も
つ
た
め
に
、
先
の
ヴ
ィ
 
そ
れ
に
対
し
て
他
方
で
、
ボ
ル
ノ
ー
独
自
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、

ン
デ
ル
バ
ン
ド
と
共
に
自
然
科
学
の
特
質
に
属
す
る
も
の
と
考
 
精
神
科
学
に
お
け
る
「
客
観
性
と
い
う
概
念
は
、
…
…
自
己
の

え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
他
方
で
、
精
神
科
学
の
場
合
に
 
対
象
を
そ
れ
自
体
の
本
質
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
強

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
己
を
捉
え
る
と
こ
ろ
が
ら
出
発
し
、
さ
 
調
し
ょ
う
と
す
る
と
き
に
、
現
わ
れ
て
く
る
」
（
、
）
が
故
，
に
、

ら
に
本
質
的
な
も
の
は
測
り
え
な
い
と
い
う
世
界
観
に
立
脚
す
 
わ
れ
わ
れ
は
ミ
ッ
シ
ュ
（
Ω
①
○
お
ζ
一
ω
。
F
一
八
七
八
-
一
九

る
が
故
に
、
自
然
科
学
の
み
が
普
遍
妥
当
性
と
い
う
意
味
で
の
 
六
五
）
と
共
に
、
普
遍
妥
当
性
の
概
念
は
精
神
科
学
の
本
質
に

真
理
を
所
有
し
う
る
、
と
こ
れ
ま
で
一
般
に
考
え
ら
れ
て
き
た
。
不
可
欠
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
自
然
科
学
の
個
別
的
な
発

す
な
わ
ち
、
ボ
ル
ノ
ー
に
よ
れ
ば
「
自
然
科
学
を
範
と
す
る
研
 
展
に
即
し
つ
つ
形
成
さ
れ
て
き
た
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

究
方
向
は
、
通
常
自
分
こ
そ
現
実
性
を
も
つ
科
学
の
唯
一
の
可
 
と
す
る
な
ら
ば
、
一
般
に
自
然
科
学
に
お
け
る
真
理
の
基
準
と

能
な
形
式
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
そ
れ
以
外
の
す
べ
て
の
も
 
し
て
の
普
遍
妥
当
性
の
概
念
は
精
神
科
学
の
領
域
に
お
い
て
は

の
を
科
学
以
前
の
臆
見
、
し
た
が
っ
て
結
局
は
ば
ら
ば
ら
の
臆
．
完
全
に
放
棄
さ
れ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
つ
な
ぜ
な
ら
、
普
遍
妥
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当
的
な
真
理
は
ど
こ
ま
で
も
認
識
を
純
理
論
的
に
可
測
的
に
保

証
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
も
つ
が
、
精
神
科
学
に
お
い
て
は
む

し
ろ
真
理
は
現
実
生
活
の
場
で
の
あ
る
が
ま
ま
の
自
己
を
問
題

に
し
、
本
質
的
に
は
数
量
化
し
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
普
遍
妥
当
性
に
代
わ
っ
て
一
体
何
が
精

神
科
学
の
厳
密
な
基
準
に
な
り
う
る
の
か
と
問
う
た
場
合
、
精

神
科
学
の
科
学
的
性
格
を
そ
の
固
有
の
本
質
に
お
い
て
捉
え
う

る
よ
う
な
領
域
を
「
ミ
ッ
シ
ュ
は
デ
ィ
ル
タ
イ
の
道
を
最
後
ま

で
た
ど
り
、
客
観
性
と
い
い
表
し
、
そ
う
し
て
こ
の
客
観
性
を

固
有
な
精
神
科
学
的
概
念
と
し
て
、
普
遍
妥
当
性
と
い
う
自
然

科
学
的
概
念
に
対
置
す
る
。
」
（
、
）
た
と
え
ば
、
ボ
ル
ノ
ー
は
客

観
性
に
つ
い
て
の
例
を
好
ん
で
「
裁
判
官
の
客
観
性
」
に
看
て

と
る
。
客
観
性
と
は
こ
こ
で
は
あ
る
対
象
の
関
わ
り
に
お
け
る

事
実
性
と
し
て
の
先
入
観
の
無
さ
や
公
平
さ
を
意
味
す
る
が
そ

の
際
、
直
接
的
な
生
の
解
決
を
前
提
と
す
る
裁
判
官
は
相
矛
盾

す
る
生
に
つ
い
て
ま
っ
た
き
客
観
的
立
場
を
貫
く
必
要
に
迫
ら

れ
て
く
る
。
こ
の
こ
と
は
客
観
性
と
生
の
緊
張
関
係
へ
と
導
く

も
の
と
な
り
、
こ
う
し
て
裁
判
官
の
客
観
性
は
具
体
的
な
態
度

で
そ
の
た
び
ご
と
に
新
し
く
実
現
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
（
5
）
こ

こ
で
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
客
観
性
と
普
遍
妥
当
性
の
区
別
は
、

精
神
科
学
の
方
法
論
的
基
礎
づ
け
に
と
っ
て
決
定
的
な
問
題
と

な
る
ば
か
り
か
、
先
の
二
つ
の
真
理
概
念
を
考
察
す
る
際
の
核

心
的
な
テ
ー
マ
へ
と
直
結
し
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 
 
先
述
の
よ
う
に
認
識
の
普
遍
妥
当
性
と
は
、
一
般
に
認
識
が

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
認
識
す
る
人
間
の
種
々
の
特
性
か
ら
独
立
し
、
い
う
な
ら
ば
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
べ
て
の
認
識
者
が
必
ず
到
達
可
能
な
真
理
の
み
を
問
題
に
す
る
。

、
た
と
え
ば
、
数
学
の
諸
命
題
は
認
識
者
の
素
質
や
能
力
、
一
時

的
な
情
緒
と
は
ま
っ
た
く
無
関
係
に
純
理
論
的
に
獲
得
し
う
る

性
質
の
も
の
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
自
然
科
学
的
な
鏡
と
し
て
の

真
理
が
普
遍
妥
当
性
に
そ
の
根
拠
を
置
く
事
実
を
ボ
ル
ノ
ー
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
認
識
を
現
実
の
純

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

粋
か
つ
明
晰
な
反
映
と
し
て
、
つ
ま
り
単
な
る
模
写
と
み
な
す

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

場
合
に
の
み
、
真
理
の
概
念
か
ち
、
真
理
の
普
遍
妥
当
性
が
結

果
と
し
て
生
じ
る
の
で
あ
る
」
（
6
）
（
傍
点
筆
者
）
と
。
ボ
ル
ノ
ー

 
に
よ
れ
ば
、
普
遍
妥
当
性
と
客
観
性
の
特
質
を
区
別
す
る
こ
と

 
は
広
く
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
た
だ
い
つ
も
そ
の
相
互
関
係

 
が
誤
っ
だ
仕
方
で
解
釈
さ
れ
て
き
た
と
い
う
。
そ
の
誤
解
と
は
、

普
遍
妥
当
性
を
真
理
の
必
要
条
件
と
み
な
し
て
し
ま
い
、
そ
こ

か
ら
真
理
と
は
必
然
的
に
普
遍
妥
当
性
を
含
む
も
の
に
他
居
ら

一
な
い
と
い
う
考
え
方
が
定
着
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。

 
こ
の
問
題
は
す
で
に
『
精
神
科
学
の
不
可
能
性
』
（
，
）
と
い
う
題

名
の
著
書
の
存
在
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
以
前
か
ら
も
論
議

 
さ
れ
て
き
て
い
る
周
知
の
事
実
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
認

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

識
の
確
実
性
を
純
理
論
的
仕
方
で
保
証
し
よ
う
と
す
る
よ
う
な
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態
度
か
ら
生
じ
て
く
る
」
（
、
）
（
傍
点
筆
者
）
が
、
ポ
ル
ノ
i
独

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自
の
立
場
に
よ
る
と
、
「
む
し
ろ
真
理
は
現
実
生
活
の
場
で
真

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

理
が
具
体
的
に
あ
る
程
度
頼
り
に
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
、
、
は
じ
め

て
姿
を
現
わ
す
」
（
，
）
（
傍
点
筆
者
）
と
い
う
。
こ
う
し
た
視
座

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 

に
立
っ
て
初
め
て
真
理
と
普
遍
妥
当
性
の
類
似
的
関
連
が
崩
壊

し
、
新
た
に
「
ま
だ
普
遍
妥
当
的
で
あ
る
必
要
の
な
い
、
」
む
し

ろ
人
間
の
た
め
に
あ
る
よ
う
な
一
定
の
限
ら
れ
た
範
囲
へ
と
制

約
さ
れ
た
真
の
か
つ
客
観
的
な
認
識
が
存
在
し
う
る
可
能
性
の

空
間
が
、
ま
さ
に
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
」
（
0
1
）
す
な
わ
ち
、
こ

の
こ
と
は
精
神
科
学
に
お
い
て
は
真
に
客
観
的
な
も
の
、
つ
ま

り
各
々
に
と
っ
て
同
じ
や
り
方
で
は
到
達
し
え
な
い
事
物
を
含

ん
だ
証
明
可
能
な
認
識
と
し
て
の
客
観
性
が
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
客
観
性
は
「
普
遍
妥
当

性
の
基
準
」
に
代
わ
る
尺
度
の
役
目
を
果
た
す
こ
と
と
な

る
。
（
1
1
）

 
b
 
精
神
科
学
的
な
真
理
と
し
て
の
抵
抗
概
念

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
と
こ
ろ
で
ボ
ル
ノ
ー
独
自
の
精
神
科
学
に
お
け
る
真
理
と
実

 存
の
関
わ
吟
に
つ
い
て
論
ず
る
場
合
、
先
述
の
い
わ
ゆ
る
普
遍

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

妥
当
的
で
な
い
真
理
の
可
能
性
に
つ
い
て
論
究
す
る
こ
と
か
ら

出
発
す
る
の
が
好
都
合
で
あ
ろ
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ

の
精
神
科
学
に
お
け
る
普
遍
妥
当
性
の
放
棄
は
、
．
．
客
観
的
真
理

と
主
観
的
恣
意
と
の
厳
密
な
相
違
を
あ
い
ま
い
な
も
の
に
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
「
真
の
解
釈

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
、
そ
め
対
象
を
提
示
し
、
現
実
を
開
示
し
、
そ
う
し
て
対
象

コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

と
の
い
つ
も
新
た
な
出
会
い
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
大
き
な
豊

か
さ
を
開
示
す
る
」
（
2
1
）
（
傍
点
筆
者
）
が
、
反
対
に
「
単
な
る

恣
意
や
浮
わ
っ
い
た
思
弁
は
作
品
自
体
の
適
切
な
よ
り
ど
こ
ろ

に
出
会
わ
ず
、
創
造
的
な
対
決
に
も
い
た
ら
ず
、
む
し
ろ
い
わ

ば
短
絡
的
に
自
己
自
身
の
中
に
迷
い
こ
ん
で
志
ま
う
。
」
（
3
1
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
こ
こ
で
い
う
「
短
絡
性
」
と
は
、
種
々
の
事
物
自
体
に
抵
抗

が
欠
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
れ
は
純
粋
に
物
体
的

妨
害
の
み
な
ら
ず
、
、
現
実
性
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
関
係
へ
と
拡

大
さ
れ
う
る
概
念
で
あ
る
。
そ
し
て
精
神
科
学
的
真
理
の
主
要

な
基
準
と
し
て
こ
の
「
抵
抗
概
念
（
経
験
）
」
が
取
り
上
げ
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
（
4
1
）
ボ
ル
ノ
ー
に
よ
れ
ば
、
こ
の
事

物
の
抵
抗
（
9
①
困
～
＜
一
動
①
居
o
Q
げ
P
］
P
q
 
9
①
同
の
一
P
O
】
ρ
①
）
の
形
式
は
、
今

や
精
神
科
学
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
自
然
科
学
に
お
け
る
「
普
遍

妥
当
性
」
の
要
求
を
満
た
し
た
よ
う
な
能
力
を
引
き
受
け
る
、

と
い
う
。
こ
の
点
を
松
田
高
志
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
事
物
の
抵
抗
」
は
「
認
識
が
主
観
的
に
空
転
し
た
も
の
で
な

く
、
即
物
的
。
。
9
・
。
江
戸
筈
で
あ
る
限
り
必
ず
手
応
え
を
持
っ
て
い

る
。
そ
も
そ
も
真
理
の
獲
得
が
、
白
紙
状
態
の
心
に
何
か
が
刻

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

印
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
・
む
し
ろ
既
に
持
っ
て
い
る
理
解
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（
前
理
解
く
○
零
震
。
。
け
晋
山
巳
ω
）
が
破
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

め
て
可
能
に
な
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
や
ぶ
ら
れ
る
際
の
痛

 
 

苦
は
、
事
柄
自
身
の
力
に
よ
る
」
（
5
1
）
（
傍
点
筆
者
）
の
で
あ
る

と
。
さ
ら
に
川
森
康
喜
も
明
確
に
、
事
柄
の
抵
抗
は
実
は
出
会

」
い
の
意
味
で
あ
る
こ
と
を
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
す

な
わ
ち
「
わ
た
く
し
に
立
ち
向
か
う
現
実
の
圧
力
に
よ
っ
て
揺

．
り
動
か
さ
れ
て
、
今
ま
で
の
わ
た
く
し
が
追
い
だ
さ
れ
る
と
い

ザ
つ
出
会
い
そ
の
も
の
の
う
ち
に
事
柄
の
抵
抗
を
み
る
」
（
6
1
）
と
。

 
こ
の
よ
う
な
出
会
い
の
真
正
性
に
お
い
て
開
示
さ
れ
る
真
理

は
、
唯
一
真
に
経
験
さ
れ
る
「
触
れ
合
い
」
（
抵
抗
経
験
）
の

う
ち
に
の
み
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
モ
ウ
レ
ン
ハ
ウ
ァ
ー

（
ζ
o
頴
扇
蟹
器
さ
 
一
九
二
八
年
一
）
は
彼
の
論
文
、
パ
U
霧
、

呼
○
已
§
①
冨
困
§
b
三
。
。
。
げ
も
。
。
・
三
連
江
ω
魯
魯
℃
鑑
p
σ
q
・
σ
q
ε

の
な
か
で
、
「
出
会
い
」
の
概
念
な
ど
と
い
う
も
の
は
（
別
の

比
較
で
き
る
概
念
で
あ
る
教
養
・
権
威
・
教
育
的
な
関
係
な
ど

と
同
じ
よ
う
に
）
厳
密
な
学
問
研
究
の
分
野
で
は
ま
っ
た
く
無
-

意
味
で
あ
り
、
「
出
会
い
」
概
念
は
「
非
科
学
性
」
以
外
の
何

も
の
で
も
な
い
と
決
め
つ
け
て
ボ
ル
ノ
ー
を
批
判
し
て
い

る
。
（
坪
）
し
か
し
ボ
ル
ノ
ー
は
、
こ
の
「
出
会
い
」
概
念
が
客
観

的
な
基
準
を
欠
い
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
は
け
っ
し
て

主
観
的
な
あ
い
ま
い
さ
の
う
ち
に
逃
れ
る
こ
と
で
は
な
い
こ
と

を
明
確
に
論
証
し
よ
う
と
試
み
で
ゆ
く
。
ボ
ル
ノ
ー
は
こ
の

「
出
会
い
」
の
核
心
に
、
一
切
の
主
観
的
な
恣
意
が
そ
れ
に
よ
っ

て
ぶ
つ
か
っ
て
壊
滅
す
る
真
正
に
経
験
さ
れ
た
「
精
神
的
実
在

の
抵
抗
」
（
μ
華
箋
こ
霞
。
。
鼠
巳
①
冒
曾
①
。
ま
①
臥
9
訂
曾
曾

σ
q
①
蓉
碍
曾
幻
①
巴
詳
鋒
）
が
存
す
る
こ
と
を
確
信
し
て
い

る
。
（
-
8
）

 
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
物
の
抵
抗
は
「
単
な
る
主
観
的
恣
意
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

対
し
て
認
識
の
客
観
性
を
確
実
に
す
る
能
力
を
引
き
受
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
」
（
9
1
）
（
傍
点
筆
者
）
の
み
な
ら
ず
、
実
存
的
な
出
会
い
概
念

の
萌
芽
を
孕
む
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
抵
抗
経
験
と
い
う
精

神
科
学
の
真
理
基
準
は
、
「
事
物
自
体
と
の
現
実
的
交
わ
り
の

中
で
各
人
に
よ
っ
て
実
際
に
検
証
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

欠
陥
を
も
つ
」
（
2
。
）
も
の
の
、
精
神
科
学
的
真
理
の
客
観
性
は
こ

う
し
た
実
存
的
な
側
面
か
ら
の
み
意
味
深
く
考
察
さ
れ
う
る
、

と
い
う
ポ
ル
ノ
！
独
自
の
見
解
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
換
言
す
れ
ば
、
認
識
が
事
柄
自
体
の
抵
抗
経
験
に
突
き

当
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
確
証
さ
れ
る
精
神
科
学
的
真
理
の
客
観

性
は
、
す
べ
て
の
人
に
同
一
の
普
遍
妥
当
的
な
仕
方
で
形
成
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
ヴ
ィ
ン
デ
ル
バ
ン
ド

は
一
回
限
り
の
特
殊
性
の
重
要
性
に
つ
い
て
強
調
す
る
と
こ
ろ

の
精
神
科
学
を
「
個
性
記
述
的
な
学
問
」
と
定
義
し
え
た
の
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

あ
っ
た
。
ボ
ル
ノ
ー
は
こ
の
よ
う
に
反
復
可
能
で
可
測
的
な
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
コ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
り

の
へ
還
元
し
う
る
法
則
定
立
的
で
自
然
科
学
的
な
真
理
の
基
準
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と
し
て
の
普
遍
妥
当
性
と
、
あ
る
が
ま
ま
の
自
己
の
現
実
か
ら

出
発
す
る
一
回
限
り
の
精
神
科
学
的
真
理
の
基
準
で
あ
る
客
観

性
と
を
こ
と
さ
ら
区
別
す
る
と
こ
ろ
が
ら
出
発
し
、
こ
れ
を
次

の
よ
う
に
定
式
化
し
た
。
「
こ
の
よ
う
な
意
味
で
の
客
観
性
ど

い
う
概
念
は
、
．
精
神
科
学
が
主
観
性
の
関
与
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

自
己
の
対
象
を
そ
れ
自
体
の
本
質
か
ら
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
強
調
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
、
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ

る
。
」
（
1
2
）
と
。

 
そ
れ
故
、
こ
れ
と
の
関
連
で
こ
の
正
し
い
主
観
性
が
い
か
に

精
神
科
学
的
真
理
の
基
準
と
し
て
の
客
観
性
に
結
び
つ
く
の
か

と
い
う
点
が
次
に
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
ボ
ル

．
ノ
』
に
よ
れ
ば
真
の
主
観
性
と
は
、
「
内
面
的
・
人
格
的
に
関

与
づ
け
ら
れ
た
状
態
と
し
て
、
つ
ま
り
人
間
が
認
識
さ
れ
る
べ

き
真
理
の
内
容
に
関
心
づ
け
ら
れ
て
い
る
状
態
」
（
2
2
）
と
し
て
理

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

解
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
故
に
真
の
主
観
性
に
お
け
る
核
心
と
は
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
間
と
そ
の
認
識
と
の
間
の
実
存
的
な
関
わ
り
で
な
け
れ
ば
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

る
ま
い
。
こ
の
よ
う
な
主
観
性
の
一
回
限
り
の
実
存
的
出
会
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
な
か
で
．
の
み
、
真
の
現
実
性
が
開
示
さ
れ
う
る
と
す
る
な
ら

ば
、
こ
こ
に
ボ
ル
ノ
ー
の
精
神
科
学
に
お
け
る
真
理
概
念
が
な

ぜ
デ
ィ
ル
タ
イ
の
生
の
哲
学
的
範
疇
に
収
ま
り
き
ら
ず
、
さ
ら

に
は
実
存
的
な
出
会
い
概
念
へ
と
突
き
進
む
必
然
性
が
存
し
た

の
か
と
い
う
根
拠
を
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
提
示
し
て
く
れ
よ
う
。

そ
れ
故
、
思
召
の
結
論
に
お
い
て
は
ボ
ル
ノ
ー
の
真
理
論
に
お

い
て
何
故
、
実
存
的
出
会
い
概
念
が
必
要
不
可
欠
の
要
素
で
あ

る
の
か
を
論
究
し
て
本
稿
を
閉
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

註
（
1
）
ボ
ル
ノ
ー
著
、
西
村
皓
訳
、
「
教
育
の
思
想
と
教
育
学
」
、
『
教

 
 
育
学
全
集
 
二
』
、
小
学
館
、
一
九
七
七
年
、
増
補
版
第
三
刷
、

 
 
 
三
二
五
頁
。

（
2
）
○
。
即
b
d
O
匡
p
o
牽
U
器
〈
①
話
8
三
戸
∪
奉
陣
〉
自
ω
魅
言
Φ

 
 
 
N
弩
臼
げ
①
○
臣
Φ
9
目
Ω
9
の
8
ω
≦
δ
の
①
話
自
巴
8
づ
”
臣
8
7

 
 
 
げ
巴
8
”
ζ
p
言
N
●
ω
・
刈
。
。
」
・
小
笠
原
道
雄
・
田
代
尚
弘
訳

 
 
 
『
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
』
、
以
文
社
、
一
九
七
八
年
。

（
3
）
○
．
即
b
σ
○
＝
8
≦
b
』
・
○
．
ω
．
。
。
①
・

（
4
）
○
．
即
ゆ
○
＝
づ
○
≦
b
』
．
○
．
ω
．
刈
G
。
・

（
5
）
＜
σ
q
r
O
・
即
b
d
。
ぎ
・
多
U
貯
○
豆
①
閃
け
乙
蚤
9
弓

 
 
 
Ω
Φ
聾
Φ
の
註
ω
の
①
扇
。
聾
8
‘
巳
巳
①
牢
9
σ
q
Φ
墨
筈
9
旨

 
 
 
≦
①
。
Q
Φ
コ
朝
霞
≦
-
p
げ
目
げ
①
一
ダ
ω
」
Q
。
ω
．

（
6
）
○
・
国
'
b
u
o
一
ぎ
。
ヨ
U
霧
く
①
話
濯
げ
Φ
P
の
・
○
。
O
●

（
7
）
＜
σ
q
r
9
寄
聾
〕
目
Φ
¢
p
B
α
σ
q
天
爵
①
陣
乙
霞
Ω
①
邑
①
の
-

 
 
 
月
一
の
。
。
Φ
⇒
c
。
9
巴
け
Φ
P
一
Φ
Q
。
ら
．

 
 
 
ま
た
岡
本
英
明
教
授
の
論
文
「
精
神
科
学
的
教
育
学
の
『
終
焉
』

 
 
 
？
」
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
教
育
科
学
研
究
報
告
、
昭
和
五
五

 
 
 
年
、
第
二
八
号
、
四
七
頁
-
五
一
頁
。
）
も
こ
の
テ
ー
マ
を
あ

 
 
 
ぐ
っ
て
厳
密
な
論
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
む
し

一 34 一



（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
1
1
）

（
1
2
）

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

ろ
現
在
こ
そ
、
精
神
科
学
的
教
育
学
の
始
ま
り
で
あ
る
こ
と
を

現
代
ド
イ
ツ
教
育
学
の
研
究
方
法
論
の
視
座
か
ら
鋭
く
考
察
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
そ
の
内
容
に
つ
い
て
触
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

○
・
円
ゆ
○
に
8
多
U
霧
く
Φ
屋
け
①
9
p
の
・
c
。
ジ

○
・
国
．
b
u
o
一
ヨ
。
牽
9
．
p
・
○
'
ω
'
。
。
一
・

○
・
国
・
b
d
o
｝
ヨ
○
多
p
p
O
'
ω
・
。
。
一
'

＜
σ
q
r
O
。
国
・
b
d
。
＝
昌
○
ぎ
臣
①
○
σ
U
Φ
匹
叩
け
9
，
け
9
円

Ω
巴
ω
8
の
乱
の
ω
①
富
。
如
け
曾
二
巳
象
Φ
牢
9
σ
q
Φ
爵
筈
α
①
ヨ

≦
①
の
Φ
づ
9
弓
≦
鋤
町
9
F
ω
・
お
①
．
h
こ

○
．
即
b
d
o
一
ぎ
。
多
∪
器
く
Φ
お
8
9
P
ω
。
o
。
ω
●

ρ
即
ゆ
。
一
ぎ
○
多
鋤
．
p
O
．
ω
．
。
。
G
。
●

ボ
ル
ノ
ー
は
彼
の
論
文
「
精
神
科
学
の
客
観
性
と
真
理
（
∪
一
Φ

○
豆
黒
印
く
騨
助
け
9
円
Ω
①
尻
け
Φ
。
。
類
δ
ω
Φ
冨
s
酔
Φ
づ
β
ロ
傷
 
島
Φ

周
困
p
σ
q
Φ
冨
o
o
げ
α
①
B
≦
①
ω
Φ
口
動
輿
≦
ゆ
ゲ
同
び
Φ
坤
）
の
な
か
で
、

真
理
の
基
準
と
し
て
①
事
物
の
抵
抗
．
②
超
主
観
性
 
③
真
理

の
前
提
と
し
て
の
内
的
真
実
の
三
つ
の
条
件
を
挙
げ
て
お
り
、

川
森
・
松
田
両
教
授
の
論
文
も
そ
の
点
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分

析
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
な
お
本
論
に
お
い
て
は
上
の
三
つ
の

真
理
の
基
準
の
な
か
で
も
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
と
思
わ
れ
る

「
事
物
の
抵
抗
」
に
焦
点
を
絞
っ
て
考
察
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

松
田
高
志
著
、
「
ブ
ー
バ
」
に
お
け
る
認
識
の
問
題
」
、
神
戸
女

学
院
大
学
論
集
、
第
二
号
、
一
九
七
七
年
、
七
八
頁
。

川
森
康
喜
著
、
「
ボ
ル
ノ
ー
に
お
け
る
真
理
の
本
質
」
、
教
育
哲

 
 
学
研
究
、
一
〇
号
、
一
九
六
四
年
、
六
〇
頁
。

（
1
7
）
ポ
ル
ノ
i
著
、
浜
田
正
秀
訳
、
『
人
間
学
的
に
見
た
教
育
学
』
、

 
 
玉
川
大
学
出
版
部
、
昭
和
五
六
年
、
第
二
版
四
々
、
二
〇
四
頁

 
 
参
照
。

（
1
8
）
＜
σ
q
r
O
'
国
』
・
ぎ
。
多
国
凶
ω
け
①
嵩
9
ぎ
ω
・
b
三
Φ
き
餌

 
 
℃
毬
p
σ
q
o
σ
q
時
φ
一
一
ト
。
●

（
1
9
）
○
』
』
o
旨
。
ぎ
∪
器
く
①
屋
け
①
9
P
ω
'
。
。
α
・

（
2
0
）
○
．
国
．
ω
o
一
ヨ
。
多
P
p
．
○
・
ω
●
。
。
『

（
2
1
）
○
・
国
●
b
d
o
一
ぎ
○
≦
b
』
．
ρ
ω
．
。
。
①
匿

（
2
2
）
ρ
国
・
b
d
o
一
ぎ
○
≦
b
』
'
○
●
ω
。
。
。
刈
．

四
 
結
語
 
実
存
的
な
出
会
い
概
念
に
お
け
る
真
理

 
と
こ
ろ
で
、
先
述
の
実
存
的
な
出
会
い
の
概
念
は
な
に
よ
り

M
・
ブ
ー
バ
ー
（
竃
．
b
u
旨
Φ
さ
一
八
七
八
-
一
九
六
五
）
の
名

前
と
結
び
つ
く
。
彼
の
「
我
-
汝
」
の
出
会
い
概
念
に
至
る
強

靱
な
思
索
も
ま
た
当
時
の
生
の
哲
学
の
主
観
主
義
的
あ
る
い
は

観
念
的
な
自
我
の
概
念
を
越
え
出
よ
う
と
す
る
試
み
で
も
あ
っ

た
。
ブ
ー
バ
ー
が
「
真
の
生
は
出
会
い
で
あ
る
」
と
力
説
す
る

と
き
、
そ
れ
は
も
は
や
生
の
哲
学
の
範
疇
に
お
け
る
．
「
自
我
」

で
は
捉
え
き
れ
な
い
、
根
本
的
に
同
等
の
力
を
も
つ
実
在

我
と
汝
 
 
の
避
遁
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

「
ブ
ー
バ
ー
は
こ
の
場
合
、
生
け
る
［
汝
］
の
世
界
を
、
客
観

的
（
筆
者
註
、
こ
こ
で
の
「
客
観
的
」
は
ポ
ル
ノ
：
の
こ
れ
ま
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ボ
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で
の
文
脈
か
ら
い
え
ば
む
し
ろ
「
普
遍
妥
当
的
」
の
意
味
に
近

い
。
）
で
即
物
的
な
連
関
を
意
味
す
る
［
そ
れ
］
め
世
界
と
ま
っ

た
く
異
質
的
な
も
の
と
し
て
、
区
別
」
（
-
）
し
ょ
う
と
し
た
。
さ

ら
に
ボ
ル
ノ
ー
に
よ
れ
ば
「
我
1
そ
れ
」
の
即
物
的
な
世
界
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

見
通
し
の
き
く
統
一
的
で
計
量
可
能
な
事
物
と
関
連
す
る
の
に

対
し
て
、
、
「
我
-
汝
」
の
出
会
い
の
生
ず
る
実
存
的
な
世
界
で

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
、
他
の
す
べ
て
の
汝
と
の
出
会
い
を
排
除
す
る
排
他
性
を
特

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

色
と
し
、
そ
こ
で
は
計
量
も
比
較
も
消
え
失
せ
、
さ
ら
に
真
の

汝
は
自
己
の
対
峙
者
と
し
て
常
に
た
だ
一
つ
の
実
在
と
し
て
私

に
迫
っ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
出
会
い
は
「
［
私
］
の
が
わ
か

ら
見
れ
ば
、
つ
ね
に
、
予
見
で
き
な
い
出
来
事
」
（
、
）
で
あ
る
ば

か
り
か
、
「
そ
れ
は
、
人
間
を
ふ
か
く
め
ぐ
む
と
こ
ろ
の
経

験
」
（
3
）
つ
ま
り
は
、
す
べ
て
の
出
会
い
は
究
極
的
に
人
間
に
与

え
ら
れ
て
い
る
「
賜
物
」
で
あ
り
「
恩
寵
」
で
さ
え
あ
る
、
と

ブ
ー
バ
ー
を
し
て
語
ら
し
め
て
い
る
。

 
ま
た
谷
口
龍
男
に
よ
れ
ば
、
「
出
会
い
の
本
質
的
特
徴
は
、

か
れ
に
お
い
て
、
わ
れ
と
な
ん
じ
と
の
関
係
、
す
な
わ
ち
、
わ

れ
と
な
ん
じ
と
が
互
い
に
向
か
い
合
っ
て
（
σ
q
①
σ
q
Φ
邑
曾
）
、
と
，

ら
わ
れ
の
な
い
開
け
た
心
で
直
接
的
な
関
係
を
結
ぶ
…
…
そ
う

い
う
出
来
事
で
あ
る
。
」
（
、
）
さ
ら
に
谷
口
は
続
け
る
。
こ
う
し

た
「
出
会
い
は
そ
の
都
度
瞬
間
に
お
い
て
生
起
す
る
一
回
限
り

の
独
自
の
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
一
つ
の
状

況
に
お
い
て
、
，
独
自
な
仕
方
で
生
起
す
る
一
回
限
り
の
出
会
い

を
一
般
化
し
て
、
内
容
的
に
固
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
も
し

そ
れ
を
誰
に
で
も
妥
当
す
る
よ
う
な
客
観
的
一
般
的
命
題
に
す

る
な
ら
ば
、
そ
の
本
質
は
失
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

る
。
」
（
，
）
と
。
こ
う
し
た
他
者
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
、
人
は

「
従
来
の
観
念
で
予
期
し
て
い
た
の
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た

も
の
」
（
、
）
に
出
く
わ
す
。
こ
の
「
度
の
強
い
非
連
続
的
な
出
来

事
」
で
あ
る
出
会
い
は
「
人
を
こ
れ
ま
で
の
発
展
の
道
筋
か
ら

投
げ
出
し
、
あ
ら
た
に
は
じ
め
か
ら
や
り
直
す
よ
う
に
強
い
る

も
の
で
あ
る
。
」
（
，
）
こ
の
実
存
的
出
会
い
概
念
が
前
述
の
精
神

科
学
的
真
理
と
し
て
の
抵
抗
概
念
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

 
こ
う
し
た
ブ
ー
バ
ー
に
お
い
て
基
礎
づ
け
ら
れ
た
「
出
会
い
」

概
念
は
、
精
神
科
学
の
哲
学
に
お
け
．
る
一
つ
の
根
本
問
題
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
未
だ
に
体
系
的
な
着
手
は
な
さ
れ
て
い

な
い
と
指
摘
す
る
ボ
ル
ノ
ー
は
さ
ら
に
続
け
て
言
う
。
つ
ま
り
、

一
九
世
紀
以
降
急
速
に
そ
の
市
民
権
を
確
立
し
て
き
た
精
神
科

学
は
、
「
人
類
が
か
つ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
民
族
に
お
い
て
つ
く

り
だ
し
た
一
切
の
も
の
を
学
び
知
り
、
自
己
の
う
ち
に
吸
収
し
、

こ
れ
を
、
も
っ
と
も
異
な
っ
た
も
の
が
仲
よ
く
相
並
ん
で
位
置

を
し
め
る
巨
大
で
包
括
的
な
一
つ
の
人
間
精
神
像
に
、
ま
と
め

あ
げ
よ
う
と
す
る
意
志
」
（
8
）
で
貫
か
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
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ず
、
こ
う
し
た
多
様
な
可
能
性
の
内
に
の
み
留
ま
っ
て
い
る
か

ぎ
り
、
真
に
本
来
的
な
自
己
は
現
成
し
な
い
。
む
し
ろ
多
の
な

か
か
ら
一
つ
の
も
の
を
自
己
の
も
の
と
し
て
選
択
し
、
必
然
的

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

に
特
定
の
立
場
を
決
定
す
る
こ
と
に
お
い
て
の
み
、
人
間
は
実

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

存
的
な
真
理
に
触
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
「
そ
れ
は
、
わ

た
し
自
身
が
、
精
神
的
世
界
の
う
ち
に
あ
っ
て
、
ま
っ
た
く
確

定
し
た
立
場
を
と
る
と
い
う
、
絶
対
的
な
意
味
に
お
け
る
価
値

判
断
」
（
9
）
を
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
す
る
。
近
代
フ
ラ
ン
ス
哲

学
は
、
こ
の
人
間
の
在
り
方
を
実
存
的
な
「
ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ

ン
」
（
参
与
）
と
い
う
概
念
で
適
切
に
表
現
し
て
く
れ
て
い
る

が
、
こ
の
ア
ツ
ガ
！
ジ
ュ
マ
ン
と
精
神
科
学
と
の
関
わ
り
に
つ

い
て
ボ
ル
ノ
ー
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
精
神
科
学
に

お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
感
情
的
な
立
場
決
定
に
依
存
し
な

い
了
解
と
い
う
も
の
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
目
前
に
あ
る
さ
ま

ざ
ま
な
表
現
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
意
味
を
把
捉
す
る
こ
と
で
さ

え
、
つ
ね
に
、
あ
る
一
定
の
先
行
的
な
了
解
に
も
と
づ
い
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
ま
た
、
こ
の
先
行
的
な
了
解
は
、
か
な
ら
ず
、

そ
れ
自
身
の
う
ち
に
す
で
に
、
あ
る
一
定
の
、
…
…
感
情
的
な
、

」
価
値
判
断
を
ふ
く
ん
で
b
る
か
ら
で
あ
る
。
」
（
0
1
）
さ
ら
に
ポ
ル

ノ
ト
に
よ
れ
ば
精
神
科
学
の
学
的
性
格
を
強
調
す
る
あ
ま
り
感

情
や
価
値
判
断
を
排
除
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
学
的
性

-
格
は
個
々
の
没
価
値
的
な
事
実
を
確
証
す
る
こ
ど
で
し
か
な
く

な
る
。
元
来
、
個
々
の
没
価
値
的
な
事
実
は
自
然
科
学
の
対
象

で
あ
り
、
精
神
科
学
の
対
象
と
な
る
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
精
神

科
学
の
そ
れ
は
、
む
し
ろ
精
神
的
世
界
の
内
部
に
の
み
見
い
だ

さ
れ
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
前
半
の
箇
所
で

述
べ
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
ボ
ル
ノ
ー
に
よ
る
精
神
科
学
の
独
自
の
解
釈
に
よ
れ

ば
「
人
は
ま
ず
価
値
判
断
を
く
だ
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
'

の
の
ち
は
じ
め
て
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
結
論
で

あ
る
。
そ
れ
は
、
一
切
の
了
解
は
そ
れ
に
先
行
す
る
価
値
判
断

と
の
結
合
を
蓬
け
え
な
い
と
い
う
こ
と
…
…
を
認
め
ざ
る
を
え

な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
」
（
u
）
別
の
箇
所
で
も
ボ
ル
ノ
ー
は

次
の
こ
と
を
確
信
し
て
い
る
。
精
神
科
学
の
方
法
論
的
自
立
の

基
礎
づ
け
に
際
し
て
、
デ
ィ
ル
タ
イ
が
「
説
明
す
る
こ
と
」

（
国
困
匹
曾
①
昌
）
と
「
理
解
す
る
こ
と
」
（
＜
震
。
。
け
曾
魯
）
を
区
別

し
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
精

神
科
学
に
・
お
け
る
「
理
解
」
が
自
然
科
学
に
お
け
る
「
説
明
」

-
と
同
格
的
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
人

間
が
そ
も
そ
も
生
き
る
か
ぎ
り
、
人
間
は
理
解
す
る
」
（
2
1
）
と
い

う
ボ
ル
ノ
ー
の
言
説
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
を
敷
激
す
れ
ば
、

「
理
解
」
は
い
つ
も
比
較
的
根
源
的
か
つ
基
礎
的
能
力
で
あ
り
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

さ
ら
に
「
説
明
」
は
こ
の
よ
う
な
能
力
に
基
づ
い
て
「
理
解
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
た
後
に
初
め
て
成
立
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
3
1
）
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ボ
ル
ノ
ー
に
よ
れ
ば
「
少
な
く
と
も
精
神
科
学
に
お
い
て
は
、

個
々
の
認
識
は
さ
ま
ざ
ま
な
糸
を
通
し
て
人
間
の
究
極
的
な
真

理
へ
と
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
」
（
廻
）
そ
し
て
「
わ
れ
わ

れ
が
究
極
的
な
真
理
を
も
つ
の
は
、
所
有
と
し
て
で
は
な
く
、

た
だ
冒
険
と
し
て
の
み
で
あ
る
。
」
（
5
1
）
と
い
わ
れ
て
い
る
が
こ

れ
は
以
下
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
ボ
ル
ノ
ー

が
把
捉
す
る
真
理
と
は
、
理
解
に
基
づ
く
態
度
決
定
の
前
提
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
人
間
が
価
値
判
断
す
る
理
解
の
具
体
的
な

過
程
の
う
ち
に
共
々
（
ヴ
＼
［
一
ぴ
①
一
］
P
⑳
、
b
「
創
①
目
）
に
存
す
る
だ
け
で
あ

り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
精
神
科
学
に
お
い
て
は
「
わ
た
し
が
わ

た
し
自
身
を
こ
の
究
極
的
な
も
の
に
お
い
て
問
題
に
付
し
、
わ

た
し
の
こ
れ
ま
で
の
一
切
の
見
解
を
排
棄
す
る
よ
う
に
わ
た
し

を
強
い
る
な
に
も
の
か
を
あ
え
て
そ
れ
に
お
い
て
経
験
し
よ
う

と
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
の
み
、
わ
た
し
の
理
解
の
働
き
は
成

立
す
る
。
」
（
6
1
）
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ

で
誤
解
さ
れ
て
な
ら
な
い
の
は
、
自
然
科
学
的
で
普
遍
妥
当
的

な
基
準
を
欠
い
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
今
述
べ
た
こ
の
精
神

科
学
的
な
真
理
は
「
主
観
的
な
あ
い
ま
い
さ
の
う
ち
に
の
が
れ

る
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
か
え
っ
て
そ
れ

は
、
一
切
の
主
観
的
な
恣
意
が
そ
れ
に
ぶ
つ
か
っ
て
壊
滅
す
る
、

真
正
に
経
験
さ
れ
た
精
神
的
実
在
の
抵
抗
で
あ
る
。
」
（
7
1
）
こ
う

し
て
先
に
触
れ
た
抵
抗
概
念
が
端
緒
と
な
り
、
ポ
ル
ノ
i
独
自

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
「
出
会
い
概
念
」
幽
を
そ
の
基
礎
と
す
る
実
存
的
な
真
理
論
が

形
成
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
．

 
こ
の
次
第
を
こ
う
言
い
換
え
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ボ
ル
ノ
ー

は
ご
く
最
近
の
講
演
に
お
い
て
、
出
会
い
は
「
人
間
を
仮
借
な

く
彼
の
実
存
の
要
求
の
前
に
立
た
せ
る
前
面
的
な
衝
撃
を
意
味

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

し
て
い
る
。
…
…
す
な
わ
ち
人
間
は
出
会
い
の
な
か
で
耐
え
る

 
 
 
 
 

こ
と
に
お
い
て
は
じ
め
て
彼
自
身
に
な
る
の
で
あ
る
」
（
8
1
）
（
傍

点
筆
者
）
と
。
さ
ら
に
こ
の
実
存
的
な
意
味
で
の
出
会
い
に
お

い
て
「
人
間
は
、
運
命
的
に
お
の
れ
に
立
ち
向
か
っ
て
く
る
も

の
を
通
し
て
徹
底
的
な
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
の
で
、
こ
の

よ
う
に
し
て
の
み
人
間
は
お
の
れ
の
本
来
の
自
己
を
実
現
し
う

る
」
（
9
1
）
と
。
こ
こ
で
ボ
ル
ノ
ー
の
次
の
言
説
は
注
目
に
値
す
る
。

彼
は
古
典
的
・
人
文
主
義
的
な
意
味
で
の
「
出
会
い
」
を
「
見

知
ら
ぬ
世
界
に
接
し
て
、
こ
れ
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分

自
身
の
精
神
的
世
界
を
豊
か
に
す
る
こ
と
」
（
・
。
）
と
定
義
し
た
う

え
で
、
ボ
ル
ノ
ー
の
い
う
実
存
的
な
「
出
会
い
」
概
念
と
明
確

な
区
別
を
強
調
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
古
典
的
・
人

文
的
な
出
会
い
に
お
い
て
は
包
括
的
な
陶
冶
過
程
で
生
を
豊
か

に
す
る
作
用
が
含
ま
れ
る
だ
ろ
う
が
、
'
そ
こ
に
は
ボ
ル
ノ
ー
の

強
調
す
る
精
神
的
実
在
の
「
抵
抗
経
験
」
は
存
し
な
い
。
松
田

も
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に
鋭
く
指
摘
七
て
い
る
。
リ
ッ
ト
（
日

程
芦
一
八
八
O
l
一
九
六
二
）
的
な
古
典
的
・
人
文
主
義
的
，
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な
出
会
い
に
お
い
て
「
確
か
に
『
他
な
る
も
の
』
と
の
遭
遇
、

 
交
渉
が
強
く
言
わ
れ
る
に
し
ろ
、
そ
れ
は
自
己
の
生
の
富
裕
化

 
即
展
開
の
為
で
あ
る
」
（
1
2
）
と
。
こ
の
自
己
の
生
の
富
裕
化
即
展

 
開
と
い
う
古
典
的
・
人
文
主
義
的
な
出
会
い
概
念
は
以
下
の
点

 
で
ボ
ル
ノ
ー
の
い
う
実
存
的
な
出
会
い
概
念
と
決
定
的
に
異
な

 
る
。
つ
ま
り
、
ボ
ル
ノ
ー
の
い
う
出
会
い
と
は
、
「
本
来
的
自

 
己
」
へ
と
決
断
を
強
い
る
仮
借
な
き
他
者
と
の
遭
遇
で
あ
り
、

 
思
い
が
け
な
さ
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
事
物
の
抵
抗

 
経
験
」
と
総
括
し
て
い
る
。
（
％
）
 
 
 
 
 
 
 
 
，

 
 
ボ
ル
ノ
ー
は
こ
の
一
点
で
彼
独
自
の
実
存
的
な
出
会
い
概
念

 
の
意
義
を
以
下
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
出

 
会
い
」
と
並
ん
で
「
訓
戒
」
や
「
訴
え
」
も
ま
た
「
人
間
を
惰

 
性
の
な
か
で
の
没
入
状
態
か
ら
引
き
戻
そ
う
と
す
る
努
力
」
聡
）

 
に
他
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
概
念
も
ま
た
、
ま
こ
う
か
た
な

、
い
眠
れ
る
人
間
に
対
す
る
「
抵
抗
経
験
」
そ
の
も
の
に
ち
が
い

 
な
い
。
そ
れ
と
の
関
連
で
、
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
諸
可
能
性
を
掘

 
り
起
こ
す
「
覚
醒
」
に
し
て
も
、
教
育
行
為
に
つ
き
も
の
の

 
「
挫
折
」
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
概
念
す
べ
て
は
、
実
存
的
な

 
契
…
機
が
真
価
を
発
揮
す
る
そ
の
根
底
に
一
切
の
主
観
的
な
恣
意

 
が
そ
れ
に
ぶ
つ
か
っ
て
壊
滅
す
る
真
正
に
経
験
さ
れ
た
「
精
神

 
的
実
在
の
抵
抗
」
経
験
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
は

 
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
事
象
は
き
わ
め
て
辛
く
苦
し
い
仕
方

で
わ
れ
わ
れ
教
育
者
や
子
ど
も
た
ち
に
迫
っ
て
く
る
。
と
同
時

に
ど
の
事
例
に
お
い
て
も
こ
れ
ら
一
切
の
教
育
的
な
出
来
事
は

危
険
を
伴
わ
な
い
傍
観
者
的
な
「
観
察
」
的
態
度
の
う
え
に
立

つ
教
育
科
学
の
対
象
領
域
を
根
本
的
に
考
え
直
す
こ
と
を
強
い

る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
成
長
の
ま
ま
に
放
任
す
る
と
い

う
有
機
体
論
的
教
育
観
も
、
教
育
者
の
意
識
的
」
．
目
標
志
向
的

な
製
作
的
機
械
的
教
育
観
も
こ
こ
で
は
も
は
や
適
用
し
な

い
。
（
4
2
）

 
こ
の
よ
う
に
ボ
ル
ノ
ー
は
教
育
学
に
お
け
る
実
存
的
な
出
会

い
概
念
を
、
精
神
科
学
的
な
哲
学
的
考
察
を
と
お
し
て
解
明
し

よ
う
と
試
み
る
が
そ
の
際
、
彼
は
明
確
に
「
出
会
い
の
本
質
の

問
題
は
、
精
神
科
学
の
方
法
的
自
覚
の
中
心
問
題
で
あ
る
」
（
2
5
）

と
結
論
づ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
理
解
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ

る
も
の
の
両
者
の
間
で
、
こ
の
出
会
い
の
冒
険
に
自
ら
を
引
き

わ
た
す
用
意
が
で
き
て
い
る
と
き
に
の
み
、
実
存
的
な
出
会
い

を
媒
介
と
す
る
精
神
科
学
的
な
真
理
が
初
あ
て
獲
得
さ
れ
る
と

い
う
。
（
％
）
こ
の
出
会
い
に
お
い
て
遂
行
さ
れ
る
理
解
は
危
険
を

伴
わ
な
い
傍
観
者
的
な
「
観
察
」
す
な
わ
ち
、
自
然
科
学
的
な

「
鏡
と
し
て
の
真
理
」
と
そ
の
本
質
を
異
に
す
る
こ
と
は
い
ヶ

ま
で
も
な
い
。
「
な
ぜ
な
ら
ば
、
こ
の
さ
い
開
示
さ
れ
・
る
理
解

の
真
理
は
、
決
し
て
外
か
ら
、
先
行
の
基
準
に
よ
っ
て
認
識
さ
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れ
る
も
の
で
は
な
く
、
た
だ
、
実
際
の
出
会
い
そ
の
も
の
の
う

ち
に
お
い
て
の
み
、
明
る
み
・
に
出
る
も
の
だ
か
ら
で
あ

・
る
。
」
（
7
2
）
そ
し
て
こ
の
二
つ
の
真
理
の
仮
借
な
き
緊
張
関
係
の

中
で
の
み
、
理
解
す
る
も
の
は
自
己
自
身
と
な
る
。
こ
う
し
て

本
来
的
な
自
己
存
在
を
獲
得
す
る
た
め
に
は
こ
の
出
会
い
の
道

を
歩
む
以
外
の
方
途
は
な
い
こ
と
を
深
く
確
信
す
る
ボ
ル
ノ
ー

は
次
の
よ
う
に
真
理
の
核
心
を
ま
と
め
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

は
危
険
を
伴
わ
な
い
自
然
科
学
的
な
観
察
態
度
と
正
反
対
の
立

場
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
た
だ
「
現
わ
れ
く
る
．
可
能
性
を
と
ら
え
、

そ
れ
に
み
ち
び
か
れ
て
了
解
が
深
み
に
ま
で
迫
る
こ
と
だ
け
が
、

重
要
」
（
8
2
）
な
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
開
示
さ
れ
る
理
解
の
真
理
は
、

普
遍
妥
当
的
な
基
準
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

ア
ン
ガ
ー
ジ
ュ
マ
ン
（
参
与
）
を
と
お
し
て
の
実
存
的
な
出
会

い
そ
の
も
の
の
う
ち
に
の
み
存
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
と
。

 
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
「
認
識
真
理
」
と
よ
り
深
い
「
存
在
真

理
」
に
つ
い
て
の
関
連
を
様
々
な
事
例
を
通
し
て
考
察
し
て
き

た
。
本
稿
で
は
、
巌
的
な
存
在
真
理
と
深
く
関
わ
る
精
神
科
学

的
認
識
に
お
い
て
は
、
．
特
に
他
者
と
の
抵
抗
概
念
を
介
し
て
成

立
す
る
「
出
会
い
」
と
い
う
実
存
様
式
に
そ
の
究
極
の
本
質
を

旧
い
出
そ
う
と
し
て
い
る
ボ
ル
ノ
ー
の
思
想
を
中
心
に
論
を
展

開
し
て
き
た
ゆ
し
か
し
こ
れ
は
序
で
も
触
れ
た
と
お
り
ポ
ル
ノ
1

の
比
較
的
初
期
の
著
作
で
の
思
想
的
特
徴
で
あ
り
、
そ
れ
以
降

の
一
九
七
五
年
の
『
真
理
の
二
重
の
顔
』
で
は
、
認
識
真
理
と

存
在
真
理
の
二
つ
の
緊
張
関
係
の
重
要
性
の
指
摘
が
む
し
ろ
際

立
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
ボ
ル
ノ
ー
の
真
理
論
に

つ
い
て
さ
ら
に
考
察
を
進
め
る
な
ら
ば
、
こ
の
方
向
で
の
分
析

が
必
然
的
に
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
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